
天
親
・
龍
樹
の
内
鑑
冷
然
に
就
て

塩

義

遜

田

由
来
天
親
・
龍
樹
内
銑
冷
然
の
詰
は
、
摩
詞
止
観
五
に
出
づ
る
も
の
で
、
随
っ
て
天
台
の
法
華
義
た
る
一
念
三
千
に
就
て
の
批
判
の
語
で

あ
る
が
、
後
宗
祖
も
遺
文
中
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
、
天
台
の
開
制
に
対
す
る
批
判
を
超
え
て
、
宗
祖
の
本
門
事
観
に
対
す
る
批
判
と
し
て
転

用
せ
ら
る
L

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
今
は
先
づ
宗
祖
の
事
制
に
対
す
窓
を
述
べ
て
、
後
に
天
台
義
に
触
れ
て
見
た
い
。

龍
樹
（
一
七

0
1
二
七

O
）
・
天
親
（
三
二

O
l四
O
O）
は
共
に
印
度
出
生
の
論
師
で
、
他
の
馬
鳴
・
提
婆
・
堅
慧
・
弥
制
・
無
若
等
の
諸
論
師

の
、
粗
ぼ
前
後
に
出
生
せ
る
二
論
師
で
あ
る
。
是
等
の
諸
論
中
龍
樹
の
大
智
度
論
、
堅
慧
の
入
大
乗
論
、
弥
勅
の
宝
性
論
註
偶
、
天
親
の
法
華

論
は
勿
論
仏
性
論
等
に
も
法
草
経
の
名
は
見
え
る
が
、
弥
勅
の
荘
厳
論
、
無
着
の
摂
大
乗
論
等
に
も
「
究
克
説
一
乗
」
と
し
て
法
華
を
指
し

て
い
る
こ
と
は
、
天
親
の
摂
大
乗
論
釈
に
依
て
明
か
で
あ
る
。
随
っ
て
宗
祖
の
遺
文
中
に
は
是
等
の
論
師
に
就
て
、
法
華
に
関
連
し
て
記
述

せ
ら
れ
た
所
も
少
な
く
な
い
が
、
就
中
龍
樹
・
天
親
に
就
て
は
法
華
義
に
対
す
る
、
内
鑑
冷
然
の
論
師
と
し
て
随
処
に
記
述
せ
ら
れ
て
い
る
。

か
く
二
論
師
が
特
に
重
視
せ
ら
る
L

こ
と
は
、
龍
樹
は
大
論
に
法
華
を
以
て
般
若
経
に
勝
る
L
変
毒
為
薬
の
秘
密
教
と
歎
じ
、
天
親
は
印
度

に
於
け
る
唯
一
の
釈
論
を
残
さ
れ
た
る
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
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龍
樹
は
又
別
に
龍
猛
・
龍
勝
と
も
呼
ん
だ
が
、
遺
文
中
に
は
龍
勝
の
名
は
見
え
ぬ
が
、
能
猛
の
名
は
田
和
定
本
遺
文
正
篇
二
巻
中
、
龍

J

樹
の
粗
ぼ
七
十
佼
に
対
し
て
約
一
割
位
で
、
真
言
関
係
の
場
合
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
天
親
は
旧
訳
で
新
訳
で
は
世
親
と
呼
ぶ
が
世

親
は
透
文
中
天
親
の
粗
ぽ
四
十
位
の
約
二
割
位
が
、
法
相
宗
関
係
の
場
合
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
随
っ
て
遺
文
中
に
は
龍
樹
・
龍
猛

天
親
・
世
親
の
両
名
は
混
同
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
多
く
は
龍
樹
・
天
親
が
聞
い
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

次
に
遺
文
中
両
論
師
の
山
山
悦
年
代
に
就
て
は
、
多
く
摩
耶
経
に
依
ら
れ
た
様
で
あ
る
が
、
守
護
同
家
論
に
は
龍
樹
は
仏
滅
後
八
百
年
、

天
親
は
九
百
年

2
2
7報
恩
紗
に
は
馬
鳴
は
六
百
年
、
龍
樹
は
七
百
年
ハ
一
一
一
同
5
、
開
目
紗
に
は
龍
樹
は
六
百
年
円
五
六
日
〉
、
唱
題
紗
に
は
龍
樹
・

天
親
は
仏
滅
五
百
年
乃
至
九
百
年
の
間
に
出
世
（
ニ
O

七
）
す
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
両
論
削
出
世
年
代
は
諸
経
論
の
説
ま
ち

f
＼
で
あ
る

が
、
龍
樹
は
粗
ほ
六
百
年
、
天
親
は
粗
ぽ
八
百
年
頃
の
出
世
と
す
る
。
又
一
両
論
附
の
相
承
に
就
て
は
、
撰
時
紗
に
は
付
法
蔵
因
縁
伝
に
依

り
、
釈
尊
よ
り
附
子
尊
者
に
至
る
中
間
第
十
三
組
に
龍
樹
を
挙
げ
、
（
一
O

－3
星
名
五
郎
太
郎
股
御
返
事
に
は
天
親
を
も
付
法
蔵
の
中
に
加
え

て
、
附
子
尊
者
に
次
ぐ
最
後
第
廿
四
祖
（
七
一
5
に
列
し
て
い
る
。
更
に
法
草
内
証
仏
法
血
脈
に
は
、
止
親
一
の
付
法
磁
に
依
る
金
口
相
承

の
外
に
、
第
十
ゴ
一
組
の
龍
樹
を
天
台
の
高
祖
と
し
、
龍
樹
・
慧
文
・
南
岳
・
天
ム
口
の
ム
ァ
師
相
承
を
挙
げ
、
更
に
右
の
両
相
承
に
順
し
て
我
が
内

外
相
承
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
宍
九
三
〉
O

右
両
論
師
の
中
龍
樹
は
古
来
三
論
・
文
言

ば
れ
て
い
る
。
今
此
に
述
べ
ん
と
す
る
天
親
・
龍
樹
内
鉱
冷
然
は
、
我
が
内
外
相
承
に
準
ず
る
広
義
に
於
け
る
法
華
鏡
仰
の
師
と
仰
ぐ
も

d

の
で
あ
る
。

小
、
〉
る
両
論
師
の
著
述
に
就
て
は
、
大
正
大
政
経
に
は
共
に
二
十
部
前
後
の
論
が
見
え
る
が
、
遺
文
中
に
見
る
龍
樹
の
著
と
し
て
は
大
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i

論
・
中
論
・
十
二
門
論
・
菩
提
資
量
論
・
十
住
枇
姿
沙
論
・
釈
隆
司
川
論
・
菩
提
心
論
等
で
、

天
親
の
著
と
し
て
は
倶
合
論
・
唯
識
論
・
十
地

論
・
摂
大
乗
釈
論
・
仏
性
論
・
法
華
論
等
で
あ
る
が
、
守
護
国
家
論
に
は
、
共
に
千
部
の
論
帥
を
讃
え
・
龍
樹
は
「
造
ニ
十
住
枇
婆
沙
論
－
宜
ニ
翠

厳
・
方
等
・
般
若
等
意
－
、
最
後
造
－
一
大
論
一
分
－
一
般
若
・
法
華
差
別
一
。
」
天
親
は
「
造
ニ
倶
会
論
－
宣
ニ
小
乗
怠
一
、
造
ニ
唯
識
論
一
宜
ニ
方
等
部

意
－
。
最
後
造
ニ
仏
性
論
一
宣
ニ
法
華
・
迫
繋
怠
乙
（
一
O

三
〉
と
も
、
唱
題
紗
に
は
、
天
親
先
日
薩
先
小
乗
説
一
切
有
部
の
人
、
倶
合
論
を
造
っ
て
阿

合
十
二
年
の
経
の
意
を
宣
べ
、
二
同
に
大
乗
の
義
理
を
明
さ
ず
。
次
に
十
地
論
・
摂
大
乗
釈
論
等
を
造
て
、
四
十
余
年
の
権
大
乗
の
心
を
宣

べ
、
後
に
仏
性
論
・
法
革
論
等
を
造
り
て
、
粗
ぼ
実
大
乗
の
義
を
宣
べ
た
り
。
龍
樹
菩
峰
山
亦
然
也
」
2
0
5
等
と
述
べ
。
更
に
撰
時
紗
に
は
、

龍
樹
・
天
親
は
「
華
厳
・
方
等
・
般
荒
・
大
日
経
等
の
権
大
乗
、
顕
密
の
諸
経
を
の
べ
さ
せ
給
い
て
、
法
華
経
の
法
門
を
ば
宣
べ
さ
せ
給
わ
ず
。

漢
土
に
わ
た
れ
る
十
住
昆
婆
沙
論
・
中
論
・
大
論
等
を
も
っ
て
、
天
佐
一
の
論
を
比
知
し
て
此
れ
を
知
る
な
り
。

乃
至
中
論
の
因
縁
所
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生
法
の
四
句
の
侶
は
、
華
厳
・
般
若
等
四
教
三
前
の
法
門
な
り
。
い
ま
だ
法
華
開
会
の
三
諦
を
ば
宣
べ
給
は
ず
」
円
一
口
ニ
乙
等
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

就
中
宗
祖
一
代
の
所
破
は
佐
前
浄
土
、
佐
後
真
言
破
を
中
心
と
す
る
故
に
、
龍
樹
の
十
住
蹴
婆
抄
論
第
五
の
易
行
品
第
九
に

仏
法
有
＝
無
量
門
戸
、
如
－
一
世
間
道
有
ν
難
有
レ
易
、
陸
道
歩
行
則
苦
、
水
道
乗
船
則
楽
－
、
菩
薩
道
亦
如
v
是
、
〈
正
蔵
一
夫
同
一
）

ー
等
と
仏
法
に
難
易
二
行
あ
る
こ
と
を
説
き
、
又
天
親
に
浄
土
論
あ
る
よ
り
、
浄
土
門
に
於
て
は
龍
樹
・
天
親
を
共
に
相
承
の
師
と
仰
ぐ
故

に
、
当
世
念
仏
者
無
間
地
獄
事
に
は
法
然
選
択
集
の
捨
間
閣
抽
の
四
字
は
、
曇
驚
・
道
綜
・
善
導
の
三
師
の
釈
よ
り
出
で
、
三
師
の
釈
は

「
源
自
ニ
浄
土
三
部
経
・
龍
樹
菩
薩
十
件
附
姿
抄
論
一
出
」
（
一
一
二
三

U

と
述
べ
、
守
護
国
家
論
に
は
「
十
住
臨
婆
沙
論
於
三
法
華
己
前
一
分
ニ
難
易

二
行
一
、
敢
於
ニ
四
十
余
年
以
後
経
－
不
ν
存
三
難
行
之
義
一
。
共
上
岩
以
ν
易
ν
修
定
二
易
行
一
、
法
事
経
五
十
展
転
之
行
、
白
ニ
称
名
念
仏
－
ロ
グ
行

百
千
万
億
倍
也
」
円
一
0
5
等
と
権
教
の
易
行
た
る
念
仏
よ
り
、
法
草
実
経
の
唱
題
行
は
一
史
に
易
行
な
り
と
述
べ
、
妙
密
上
人
御
消
息
に
は



、、M
i旬、

馬
鳴
・
龍
樹
・
天
親
の
弘
通
に
就
て
「
い
ま
だ
法
華
の
題
目
を
ば
弥
陀
名
号
の
如
く
勤
め
ら
れ
ず
」
（
二
六
回
〉
等
と
も
述
べ
ら
れ
て
、
十
住
蹴
婆

日
沙
論
を
以
て
念
仏
易
行
の
典
拠
と
し
て
折
破
し
て
い
る
。

4

・
9

J

J

L

，
 

併
し
聖
慰
問
答
紗
等
に
は
矢
張
十
住
枇
婆
沙
論
の
第
七
分
別
法
施
品
第
十
三
に

不
智
者
若
行
－
一
法
施
－
即
説
二
県
古
川
二
説
二
川
出
向
論
一
故
自
失
レ
利
亦
失
↓
一
他
利
－
。
乃
至
従
」
一
今
日
一
後
依
4

一
修
多
経

zr依
レ
人
、
是
故
ニ
一
一
日
下
智
者

不
レ
依
－
一
回
一
一
論
－
而
行
中
清
白
法
施
上
（
百
一
服
、
一
一
六
五
二
）

等
と
あ
る
よ
り
、
修
多
羅
に
白
黒
の
別
を
分
ち
、
爾
前
諸
経
を
以
て
悉
く
黒
論
と
な
し
、
遣
す
〈
中
に
は
「
法
華
巳
前
の
権
教
を
す
て
h

此

経
に
つ
け
よ
と
也
」
会
一
六
三
〉
等
と
、
随
処
に
法
事
を
以
て
修
多
羅
白
論
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
又
並
口
提
資
屋
古
川
に
就
て
は
山
口
田
木
殿
御
返
事

に
、
五
加
同
業
の
山
内
拠
と
し
て
こ
れ
を
挙
げ
（
一
一
コ
乞
乙
o

若
し
釈
開
詞
一
川
論
に
就
て
は
今
日
は
起
信
論
を
演
訳
せ
る
支
那
撰
述
の
説
さ
え
凡
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る
が
、
宗
祖
は
龍
樹
の
造
論
と
な
し
、
殊
に
真
一
一
一
一
口
の
弘
法
が
秘
厳
令
鎗
に
本
論
説
に
大
日
経
に
依
て
、
十
住
心
教
判
を
な
し
、
第
八
の
一

担
保
為
心
に
法
華
を
配
し
「
如
ν
是
一
心
無
明
辺
域
非
ニ
明
分
位
こ
と
も
、
亦
最
後
に
「
如
レ
是
乗
々
自
乗
得
ニ
仏
名
高
「
後
作
一
一
戯
論
－
」
（
正

蔵
、
宅
一
一
一
位
）
等
と
、
法
草
を
以
て
無
明
の
辺
域
、
第
三
戯
論
と
判
ず
る
よ
り
、
良
一
一
白
天
台
勝
劣
事
に
は
「
法
半
を
無
闘
の
辺
城
、

!Ji;~ 

の
法
と
云
事
是
以
の
外
の
事
也
」
〈
同
八
コ
一
）
等
と
破
折
せ
ら
れ
て
い
る
。

右
の
詩
論
の
外
遺
文
中
最
も
多
く
引
用
せ
ら
る
L

は
菩
提
心
論
と
大
論
と
で
あ
る
υ

就
中
菩
提
心
論
に
は

唯
真
言
法
中
即
身
成
仏
、
故
是
説
ニ
三
摩
地
法
二
於
ニ
諸
経
中
一
刷
不
レ
告
。
（
正
版
、
一
三
一
弓
）

等
と
あ
る
に
依
て
、

真
言
に
於
て
大
日
経
並
に
本
論
を
以
て
彼
京
の
即
身
成
仏
の
典
拠
と
な
す
も
、

大
論
百
に



般
若
波
羅
蜜
非
ニ
秘
密
法
二
市
法
華
等
諸
経
説
ニ
阿
羅
漢
受
決
作
仏
－
。
大
並
口
薩
能
受
持
用
騒
音
如
ニ
大
薬
師
能
以
毒
為
一
v
薬
（
正
蔵
一
一
五
附
王
）

砂
守
と
二
乗
作
仏
を
設
け
る
法
華
を
以
て
、
般
若
経
に
勝
る
秘
密
教
と
見
ゆ
る
よ
り
、
太
田
殿
女
房
御
返
事
に
は

大
論
は
龍
樹
の
論
た
る
事
は
自
他
あ
ら
そ
う
事
な
し
、
菩
提
心
論
は
龍
樹
の
論
不
空
の
論
と
、
申
す
あ
ら
そ
い
有
り
。
乃
至
大
論
の
心

な
ら
ば
即
身
成
仏
は
法
華
経
に
限
る
べ
し
。
文
と
申
し
道
理
き
わ
ま
れ
り
。
菩
提
心
論
が
龍
樹
の
論
と
申
す
と
も
、
大
論
に
そ
む
い
て

真
言
の
即
身
成
仏
を
立
つ
る
上
、
唯
一
字
は
強
と
見
え
て
候
。
何
の
文
に
依
て
唯
一
字
を
ば
置
て
、
法
華
経
を
破
し
候
け
る
ぞ
証
文
を

尋
ぬ
べ
し
。
自
語
相
違
あ
る
べ
か
ら
ず
。
大
論
一
百
云

O
此
釈
こ
そ
即
身
成
仏
の
道
理
は
か
L

れ
て
候
へ
。
但
し
菩
提
心
論
と
大
論
と

は
閉
じ
龍
樹
大
聖
の
論
に
て
候
か
、
水
火
の
呉
を
ば
い
か
ん
が
せ
ん
と
見
候
に
、
此
論
は
龍
樹
の
異
説
に
は
あ
ら
ず
、
訳
者
の
所
為
な

的ノ

0

2
七
五

ho
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等
と
菩
提
心
論
の
即
身
成
仏
を
以
て
訳
者
の
所
為
と
な
し
、
更
に
上
野
殿
御
返
事
に
は
提
婆
品
の
龍
女
の
即
身
成
仏
を
挙
げ

文
殊
師
利
菩
薩
は
「
唯
常
宣
説
妙
法
華
経
」
と
こ
そ
か
た
ら
せ
給
へ
、
唯
常
の
二
字
は
八
字
の
中
の
肝
要
也
。
菩
提
心
論
の
「
唯
真
言

法
中
」
の
唯
の
字
と
、
今
の
唯
の
字
と
い
づ
れ
を
本
と
す
べ
き
や
、
。
彼
の
唯
の
字
は
お
そ
ら
く
は
あ
や
ま
り
也
o

竺六一
48

等
と
菩
提
心
論
は
不
空
造
或
は
訳
者
の
誤
と
な
し
、

殊
に
大
論
に
対
し
て
自
語
相
違
の
論
等
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
に
大
医
蔵
に
も

a

作
者
な
く
、
単
に
不
空
訳
と
の
み
あ
る
に
徴
し
て
も
龍
樹
の
論
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
明
か
で
あ
る
。

さ
れ
ば
宗
机
は
大
論
に
依
り
即
身
成
仏
は
法
華
に
限
る
と
な
し
。
妙
一
尼
御
返
事
に
は
一
奥
に
筆
を
我
が
上
古
天
台
の
慈
覚
・
智
託
・
安

'C" •, ' 

然
に
向
け
、
就
中
慈
覚
が
一
行
の
大
日
経
疏
に
習
っ
て
金
蘇
二
経
の
疏
各
七
巻
を
著
し
、
蘇
悉
地
経
疏
に
於
て
法
華
天
台
は
理
密
、
真
言

は
事
理
倶
密
と
判
ぜ
る
に
対
し
、
三
人
は
「
伝
教
の
山
に
栖
む
と
い
え
ど
も
、
共
義
は
弘
法
東
寺
の
心
な
り
」
円
一
七
七
与
と
判
じ
、
後
の
妙

－
尼
御
返
事
に
は
更
に
慈
覚
の
法
華
理
密
、
真
言
供
密
の
意
を
法
筆
致
本
二
門
の
即
身
成
仏
の
上
に
置
換
し



法
華
経
の
即
身
成
仏
に
二
種
あ
り
、
誼
門
は
盟
具
本
門
は
事
の
即
身
成
仏
也
。
今
本
門
の
即
身
成
仏
は
当
位
即
妙
・
本
有
不
改
と
断
ず
る

な
れ
ば
、
肉
身
其
ま
』
本
有
無
作
三
身
如
来
と
云
与
え
る
是
也
。
此
法
門
は
一
代
諸
経
の
中
無
レ
之

O

ハア七九八）

等
と
大
論
に
依
て
菩
提
心
論
の
即
身
成
仏
を
否
定
す
る
の
み
な
ら
ず
、
法
華
誼
門
の
意
に
立
つ
天
台
の
即
身
成
仏
を
理
談
と
な
し
、
法
華

本
門
の
即
身
成
仏
を
以
て
、
真
の
即
身
成
仏
た
る
こ
と
を
明
に
せ
ら
れ
て
い
る
。

四

き
れ
ば
龍
樹
の
諸
論
中
今
の
内
鑑
冷
然
の
対
照
と
な
る
は
大
論
と
い
わ
ね
ば
な
ら
向
。
併
し
大
論
も
般
若
の
釈
論
と
し
て
は
他
の
諸
論

と
共
に
一
往
権
大
乗
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

故
に
一
代
聖
教
大
意
尖
δ
、
善
無
畏
紗
門
同
一
一

U

等
に
は
、

提
婆
の
百
論
と
共
に
大
論
・
中
論

一部一

－
十
二
門
論
を
以
て
般
若
経
依
患
の
論
と
な
し
、
三
論
宗
所
依
の
論
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
遺
文
中
大
論
の
引
用
せ
ら
る
h

は
戒
体

即
身
成
仏
義
に
「
大
論
之
戒
是
心
法
」
ハ
ニ
v

、
二
乗
作
仏
事
の
論
十
の
四
悉
坦

2
5、
十
法
界
明
因
果
紗
の
第
六
天
道
の
下
の
、
論
八
の
「

若
破
－
一
衆
生
眼
－
」
円
一
七
五
〉
、
真
言
見
聞
の
論
九
の
「
釈
迦
一
仏
世
界
」
尖

2
7開
目
紗
宏
九
ou
並
に
本
尊
紗
（
七
一
一
）
の
論
四
八
の
「
薩
者
六
也
」
等

の
文
は
、
何
れ
も
般
若
経
当
分
の
釈
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

併
し
遺
文
中
に
は
佐
前
の
守
護
国
家
論
の
「
造
＝
大
論
一
分
ニ
般
若
・
法
華
差

別
こ
よ
り
、
佐
後
太
田
殿
女
房
御
返
事
に
菩
提
心
論
を
以
て
「
大
論
の
心
な
ら
ば
即
身
成
仏
は
法
華
経
に
限
る
ぺ
し
、
乃
至
大
論
に
そ
む
い

て
真
言
の
即
身
成
仏
を
立
つ
は
自
語
相
違
」
等
の
釈
は
、
正
し
く
上
掲
大
論
百
の
般
若
に
対
じ
て
法
華
経
を
、
二
乗
作
仏
を
説
〈
変
毒
為
薬

の
秘
密
法
の
釈
こ
そ
、
宗
祖
が
龍
樹
を
内
鑑
冷
然
の
論
師
と
推
賞
せ
る
典
拠
で
あ
ろ
う
。

き
れ
ば
佐
前
に
於
て
も
法
華
題
目
紗
に
は
、
右
の
大
論
の
文
を
引
き

此
文
は
大
論
に
法
華
経
の
妙
の
徳
を
釈
す
る
文
也
。
妙
楽
大
師
釈
云
難
レ
治
能
治
所
以
称
v
妙。円子九八）
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を
始
め
、
そ
の
他
遺
文
中
十
余
篇
に
此
文
を
引
き
、
就
中
建
治
二
年
の
道
場
神
守
護
事
に
は
「
妙
法
蓮
華
経
の
妙
の
一
字
を
釈
し
」
竺
ニ
U
5

を
始
め
、
教
行
証
御
杏
に
は
「
此
経
計
り
成
仏
の
積
子
」
ハ
一
四
六
A
V

と
も
、
諸
経
与
法
華
難
易
事
に
は
「
此
経
の
難
信
難
解
の
四
字
を
読
候

し
な
り
」
ハ
一
七
五
口
v

と
も
、
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
に
は
「
仏
己
下
は
た
Y
信
じ
て
仏
に
な
る
べ
し
」
（
一
八
一
O
〉
等
と
も
釈
さ
れ
た
る
所
以
で

あ
る
。
又
大
諸
七
二
に
は

般
若
波
経
蜜
中
、
或
時
分
ニ
別
諸
法
市
立
一
是
浅
。
或
時
説
＝
世
間
法
同
ニ
浬
繋
一
是
深
。
（
正
照
一
豆

4
3

等
と
説
け
る
は
、
恐
ら
く
龍
樹
は
法
撃
を
以
て
般
若
部
の
経
典
と
解
し
、
般
若
の
思
想
を
抽
象
的
に
浅
深
に
分
ち
、
諸
法
実
相
を
般
若
経

当
分
に
於
て
は
、
消
極
的
に
空
諦
実
相
と
説
け
る
を
浅
解
、
法
華
経
に
至
司
て
は
積
極
的
に
諸
法
実
相
と
説
け
る
を
深
解
と
説
き
、

R
つ

か
h

る
深
般
若
の
意
を
具
体
的
に
説
い
た
の
が
上
掲
大
論
百
の
迩
門
の
二
乗
作
仏
を
変
毒
為
薬
の
説
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
併
し
変
毒
一

為
薬
の
義
を
本
門
に
求
む
れ
ば
、
寿
景
品
の
良
医
段
の
「
此
大
良
薬
色
香
美
味
皆
悉
具
足
、
汝
等
可
服
速
除
苦
悩
、
乃
至
是
好
良
薬
今
関
部

在
此
、
汝
等
可
服
勿
憂
不
差
」
の
説
と
一
脈
相
通
ず
る
も
の
』
あ
る
こ
と
は
、
本
尊
紗
に
「
是
好
良
薬
寿
南
品
肝
要
、
名
体
宗
同
教
南
細
川
妙

日
出
起
草
経
是
也
」
円
七
ヒ
乙
釈
に
徴
し
て
明
か
で
あ
る
が
、
天
台
の
一
念
三
千
と
共
に
龍
樹
の
内
鍛
の
法
門
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

五

次
に
天
親
の
著
に
就
て
は
唱
題
紗
に
「
初
め
倶
A

掛
け
論
を
治
て
小
乗
を
弘
通
し
、

次
に
無
着
に
就
て
大
乗
に
入
り
十
地
論
・
摂
大
乗
釈
論

を
造
て
権
大
乗
の
心
を
宣
べ
、
後
に
仏
性
論
・
法
卒
論
等
を
造
て
粗
ぽ
大
乗
の
義
を
宣
べ
た
り
」
と
、
天
親
一
代
弘
通
体
系
を
明
に
せ
ら

れ
て
居
る
が
、
小
乗
は
且
く
措
き
権
大
乗
の
中
、
無
表
の
棋
大
乗
論
の
真
諦
訳
に
は

未
定
性
声
聞
、

及
諸
余
菩
薩
、

於
大
乗
引
摂
、

定
性
説
一
乗
。

法
無
我
解
脱
、
等
故
性
不
問
、
得
二
意
浬
繋
、
究
寛
説
一
乗
（
正
蔵
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の
文
で
あ
る
が
、
前
偽
の
「
定
性
説
一
乗
」
は
三
乗
家
の
菩
一
限
定
性
の
一
来
で
、
後
侶
の
「
究
寛
説
一
乗
」
は
菩
際
性
の
究
克
の
一
来
で
、
玄
柴

訳
一
大
統

ω
同
論
秘
十
五
に
は
「
如
来
於
－
一
法
華
中
－
為
ν
共
投
記
己
得
ニ
仏
意
こ
（
正
政
三
三
）
と
見
ゆ
る
如
く
、
天
組
は
法
恭
一
仏
乗
の
授
記

と
解
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
大
論
の
二
一
栄
作
仏
の
解
と
い
わ
る
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
唱
題
紗
は
摂
大
乗
論
の
意
に
依
て
権
大
衆
と
述
べ

ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
天
親
は
龍
樹
同
様
に
二
来
作
仏
の
窓
と
解
し
た
様
で
あ
る
。

次
に
迫
文
に
は
仏
性
論
・
法
革
論
を
造
っ
て
、
組
ぼ
実
大
一
米
の
意
を
述
べ
た
と
あ
る
が
、
出
来
天
親
の
仏
性
論
は
堅
慧
の
究
寛
一
乗
宝
性

論
の
十
一
品
山
中
、
第
五
の
一
切
衆
生
有
如
来
蔵
品
、
第
六
の
無
量
煩
悩
所
纏
品
、
第
七
の
為
何
義
品
の
三
品
を
敷
演
し
た
る
、
前
わ
け
〉
究

寛
一
乗
仏
性
論
で
あ
る
。

且
つ
現
行
の
宝
性
論
は
本
偶
は
堅
慧
、

釈
偶
は
弥
助
、

釈
疏
は
無
者
の
本
末
合
牒
の
論
と
い
わ
れ
て
い
る
。
其

- S'lー

の
中
弥
勤
と
い
わ
る
L
釈
備
に
は

言
三
我
得
－
一
担
架
－
、
法
華
等
諸
経
、
皆
説
ニ
如
実
法
二
般
右
方
便
摂
。
廻
一
一
先
康
忘
心
一
、
令

L
P一
熟
上
乗
－
、
授
ニ
如
存
提
記
一
、
微
細
大

勢
力
、
令
下
忠
一
擬
衆
生
、
過
中
険
難
悪
道
ム
。
（
正
政
三
一
司
四
）

等
と
般
若
を
方
使
説
と
な
し
、
菩
提
の
十
地
の
行
程
を
化
城
品
の
峨
雑
怒
道
に
警
え
る
ら
る
h

に
依
れ
ば
、
既
に
弥
助
に
も
天
親
と
同
様

の
法
華
を
究
意
一
乗
と
解
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

更
に
天
親
の
仏
性
論
に
は
最
初
に
「
仏
性
者
即
是
人
法
二
空
所
顕
真
如
」
（
互
誠
一
三
出
入
）
等
と
、
人
法
二
宅
所
顕
の
真
如
を
仏
性
と
解

し
、
法
華
論
の

「
実
相
者
謂
如
来
蔵
法
法
身
之
体
不
変
故
」
（
正
政
一
一
六
一
日
）
の
実
相
如
来
蔵
と
同
義
と
鮮
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

故
に
宗

祖
は
雨
前
二
乗
菩
薩
不
作
仏
事
に

抑
仏
以
ニ
何
因
縁
－
説
三
十
界
衆
生
悉
有
一
一
三
因
仏
性
一
。
天
親
菩
薩
仏
性
論
縁
起
分
第
一
云
、
如
米
為
下
除
ニ
五
種
過
失
二
生
中
五
種
切
徳
ム



故
説
こ
切
衆
生
悉
有
仏
性
一
0
2
四と

等
と
仏
性
論
の
最
初
（
正
蔵
三
一
明
）
の
文
を
引
き
、
十
界
の
衆
生
に
三
閃
仏
性
あ
る
こ
と
を
説
く
に
、
か
L

る
三
国
仏
性
は
近
く
は
天
台
の

玄
文
等
に
依
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
併
し
仏
性
論
第
二
の
顕
体
日
間
第
三
の
閃
紋
品
第
一
に

須
次
仏
性
体
有
三
二
一
種
一
、
三
性
所
摂
義
応
知
。
二
一
稿
者
所
前
三
凶
三
積
仏
性
。
一
二
肉
者
一
応
得
困
、
二
加
行
因
、
三
国
満
因
、
乃
至
三

種
仏
性
応
得
因
中
具
有
ユ
一
二
性
一
、
一
住
白
性
々
、
二
引
出
性
、
三
至
件
性
。
（
正
蔵
一
三
町
九
）

等
と
見
る
が
、
従
来
天
台
の
一
念
三
千
正
了
縁
の
三
因
仏
性
は
、
大
浬
繋
経
に
依
る
と
い
わ
れ
て
居
る
が
、
併
し
右
の
天
親
仏
性
論
の
三

因
三
種
仏
性
の
義
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
就
て
は
後
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
が
、
何
れ
に
も
せ
よ
天
親
に
法
華
一
乗
授
記
と

凶
仏
性
の
説
の
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
の
で
あ
る
。

-'-，＼ 
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上
述
の
如
く
弥
戦
以
来
天
親
に
般
若
方
伎
の
説
、
放
に
法
恭
一
乗
の
解
の
あ
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
若
し
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば

こ
れ
を
解
し
た
の
が
天
親
の
法
革
論
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
何
れ
に
も
せ
ぷ
同
論
は
上
述
の
如
く
、
法
華
の
実
相
を
如
来
蹴
仏
性
と

併
し
、
更
に
同
論
に
法
華
十
七
巣
名
の
妙
法
蓮
華
経
第
十
六
に
は

妙
法
蓮
華
経
者
有
一
三
種
義
一
、
何
等
二
一
者
出
水
義
以
レ
不
レ
可
レ
尽
レ
出
ニ
離
小
乗
泥
渇
水
一
故
。
又
如
下
彼
蓮
草
山
ニ
於
泥
水
一
臨
へ
諸

声
聞
得
レ
人
一
一
如
来
大
衆
中
坐
一
、
如
三
諸
菩
薩
坐
ニ
蓮
華
上
一
、
如
来
無
上
智
慧
清
浄
境
界
、

得
レ
証
ニ
如
来
深
密
脳
－
故
。
二
草
間
義
以
下

諸
衆
生
於
ニ
大
衆
中
一
、
其
心
法
弱
不
ν
能
v
生
中
信
心
ム
。
是
故
開
ニ
ユ
小
如
来
浄
妙
法
身
一
令
レ
生
二
信
心
一
。
（
正
賊
一
宍
一
一
「
一
）

等
と
諸
衆
生
乃
至
戸
聞
が
信
心
を
生
ず
る
こ
と
に
依
て
、
如
来
浄
妙
法
身
即
ち
成
仏
す
る
こ
と
を
得
と
は
、
龍
樹
大
論
の
二
一
栄
作
仏
と
同



義
に
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
天
台
も
玄
七
の
蓮
華
釈
の
下
、
右
の
文
を
引
き
「
以
二
妙
報
国
士
一
為
ニ
越
華
一
也
」
（
正
蔵
ゴ
一
一
一
一

～
一
一
）
と
釈
し
、
宗
祖
は
当
体
義
紗
に
又
此
の
文
を
引
き
、
天
台
の
当
体
警
職
合
説
の
妙
報
凶
土
の
義
を
以
て
、
「
次
龍
樹
菩
薩
大
論
云
蓮
華

者
法
警
北
川
挙
也
」
〈
七
六
↓
↓
一
〉
等
と
、
法
華
論
の
長
華
釈
を
龍
樹
に
ま
で
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

随
っ
て
宗
祖
は
法
華
宗
内
証
仏
法
血
脈
に
は
、
－
C
M
山
裟
婆
即
寂
光
の
義
を
述
ぷ
る
に
当
っ
て
、
妙
楽
記
の
九
の
「
吉
雄
ニ
伽
耶
－
別
求
ニ
寂

光
－
、
非
三

L

日
以
光
外
別
有
日
一
設
立
一
婆
こ
（
正
蔵
ゴ
一
四
一
一
一
三
）
等
の
文
を
引
き

但
正
証
文
経
論
分
明
也
、
所
前
法
恭
寿
日
早
口
問
、
結
絞
普
賢
経
・
法
革
論
等
也
。
而
日
蓮
一
人
非
v
感
ニ
川
町
之
一
天
台
・
妙
楽
等
引
ニ
此
等
経
論

文
一
釈
ニ
成
作
巾
寂
光
土
－
給
也
o
戸六九

等
と
述
べ
、
次
に
伝
教
大
帥
四
箇
血
脈
相
承
諾
の
天
台
法
華
宗
血
脈
の
「
常
寂
光
上
第
一
義
論
霊
山
浄
土
久
遠
実
成
多
宝
塔
中
大
牟
尼
尊
」

（
伝
全
二
M
ニ
）
敢
に
寿
量
品
の
「
然
我
実
成
仏
巳
来
久
遠
荒
斯
」
更
に
「
於
阿
僧
祇
劫
、
常
在
需
鷲
山
」
の
文
、
観
普
賢
経
の
「
釈
迦
牟
尼
仏
名
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蹴
曲
凡
口
遮
那
遍
一
切
処
」
の
文
、
一
史
に
法
華
論
の

我
浄
土
不
致
。
而
衆
見
焼
尽
者
、
報
身
如
来
真
実
浄
土
第
了
義
諦
之
所
掠
故
、
乃
至
八
者
同
一
塔
坐
者
一
不
ニ
現
化
仏
非
化
仏
法
仏
報
仏

等
五
日
為
ν
成
a

一
大
事
－
一
故
（
正
蔵
一
一
六
一
泊
）

等
の
文
を
引
き

謹
案
ニ
此
等
文
志
一
釈
迦
如
米
於
ニ
霊
山
事
相
之
常
寂
光
土
－
、
召
ニ
山
山
本
呑
属
上
行
斉
一
隆
一
定
ニ
付
属
弟
子
－
、
宝
塔
中
多
宝
如
来
之
前
、
集
ニ

我
十
方
分
身
之
諸
仏
－
為
ニ
上
証
人
一
以
ニ
結
要
五
字
一
付
ニ
属
之
－
、
三
世
諸
仏
不
レ
可
レ
詩
ν
之
、
何
況
菩
薩
二
乗
人
天
等
耶
、
へ
六
九
二
）

等
と
寿
量
品
、
結
経
、
法
華
論
を
以
て
婆
裟
即
寂
光
の
証
文
と
な
し
、
守
護
国
家
論
に
は
「
法
革
論
与
－
一
法
華
経
一
相
違
、
皆
訳
者
人
師
誤

也
」
（
九
九
υ

等
見
ゆ
る
も
、
唱
題
紗
に
「
仏
性
論
・
法
革
論
等
を
造
り
て
相
ば
一
夫
大
采
の
義
を
宣
べ
た
り
」
と
見
ゆ
る
如
く
、
開
目
釣
に
は
法



撃
論
の
十
無
上
の
最
初
の

－
者
一
不
ニ
現
穂
子
無
上
－
故
説
エ
雨
響
時
六
日
放
等
所
行
是
菩
薩
道
者
、
調
発
ニ
法
問
提
心
一
退
巴
還
発
者
、
前
所
ニ
修
行
一
善
桜
不
v
滅
同
二
後
得

果一故一
U

（
正
蔵
一
宍
一
品
）

の
文
に
依
り

法
華
の
種
に
依
て
天
親
士
山
口
薩
は
積
子
無
上
を
立
て
た
り
、
天
台
の
一
念
三
千
こ
れ
な
り
0
2七九）

と
述
べ
、
更
に
撰
時
紗
に
は
「
天
親
菩
薩
は
法
華
論
を
造
て
諸
経
第
一
の
義
を
存
す
」
つ
O
O
ニ
〉
等
と
見
ゆ
る
如
く
、
宗
祖
は
是
等
の
文
に

？
依
て
龍
樹
と
共
に
天
親
を
内
鑑
冷
然
の
論
師
と
述
べ
ら
れ
た
る
所
以
で
あ
る
。

、

七

由
来
天
親
、
龍
樹
内
鑑
冷
然
の
文
は
、
天
台
の
摩
詞
止
観
五
に
往
年
の
三
諦
実
相
説
を
超
え
て
、
観
不
思
議
の
心
、
緑
、
共
、
離
、
不
可
得
の

ず
に
始
め
て
一
念
三
千
を
説
き
、
次
で
地
論
の
法
性
生
法
、
摂
論
の
無
明
生
法
の
説
を
挙
げ

デ
犬
親
龍
樹
内
鑑
冷
然
、
外
適
ニ
時
宜
－
各
様
所
レ
拠
o
而
人
師
偏
解
学
者
荷
執
、
遂
阻
ハ
ニ
矢
石
一
各
保
三
辺
二
大
乗
ニ
聖
道
－
也
。
（
正
時
四
六

4aFav 

ー
等
と
右
の
文
は
性
相
二
宗
の
論
師
中
天
台
義
に
親
し
き
、
天
親
龍
樹
を
推
賞
し
、
併
せ
て
法
性
無
明
に
偏
執
せ
る
地
摂
二
論
の
説
を
評
破

せ
る
文
で
あ
る
。
然
る
に
天
台
の
末
師
中
従
義
は
三
大
部
補
註
（
三
三
八
）
、
証
真
は
止
観
私
記
五
末
（
仏
全
一
吉
一
九
）
等
に
は
、
内
鑑
冷
然
を

』
釈
す
る
に
当
っ
て
止
観
の
釈
に
於
け
る
、
直
前
の
地
摂
二
論
の
後
を
受
け
て
、
内
鑑
冷
然
を
天
親
龍
樹
と
作
る
は
止
観
の
本
文
の
訳
と
な

し
天
親
無
着
と
改
む
べ
し
と
述
べ
て
い
る
が
、
併
し
天
台
は
龍
樹
提
婆
系
の
実
相
論
を
宗
と
し
、

E
つ
龍
樹
を
高
祖
と
仰
ぐ
の
み
な
ら
ず
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」
念
三
千
の
説
は
地
摂
二
論
の
法
性
生
法
、
無
明
生
法
を
逸
脱
し
た
る
所
出
色
心
W
M
H
パ
説
で
、
い
わ
い
〉
龍
樹
実
相
論
を
更
に
積
極
的
に
説
か

れ
た
る
絶
対
的
実
在
論
で
あ
る
。
孔
つ
天
台
は
玄
義
文
句
等
に
盛
ん
に
天
親
の
法
革
論
を
引
用
し
て
天
台
義
を
釈
成
せ
る
に
依
れ
ば
、
天

台
の
終
窮
究
克
の
栢
説
た
る
一
念
三
千
実
相
義
に
対
し
て
、
天
親
龍
樹
を
内
鑑
冷
然
の
師
と
仰
ぐ
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

随
っ
て
止
観
引
用
の
次
の
一
一
論
師
に
就
て
は
、
内
鑑
冷
然
の
後
に
「
而
人
附
偏
鮮
学
者
荷
執
、
遂
山
肌
ハ
」
一
矢
石
－
各
保
三
辺
一
」
等
の
文
こ

そ
、
地
棋
両
論
師
を
批
判
せ
る
文
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
さ
れ
ば
止
観
に
「
内
錨
冷
然
外
適
時
宜
」
と
は
、
天
台
の
一
念
三
千
実
相
義
に

対
す
る
天
親
龍
樹
を
指
せ
る
文
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ
れ
ば
本
尊
紗
に
は

但
諸
経
与
－
一
法
草
一
相
違
臼
ニ
経
文
二
や
起
分
明
。
未
顕
与
ニ
巳
剖
－
、
証
明
与
－
一
舌
相
－
、
二
乗
成
不
、
始
成
与
ニ
久
成
一
等
顕
レ
之
。
天
台
大
川
一
五

天
親
、
龍
樹
内
鑑
冷
然
云
々
、
乃
至
夫
自
三
仏
至
ユ
エ
J

滅
後
一
千
八
百
年
二
経
ニ
恒
三
川
一
但
有
三
二
人
一
始
党
二
知
此
正
法
九
所
前
月
支
釈
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尊
・
十
円
一
（
且
智
者
大
師
・
日
域
伝
教
、
此
三
人
内
典
聖
人
也
。
間
日
龍
樹
－
u
人
ー
減
如
何
。
答
日
此
等
聖
人
知
而
不
と
一
一
一
口
レ
之
仁
也
。
或
遮
門
一
分

立
ν
之
不
レ
云
三
本
門
与
ニ
山
師
、
心
－
。
或
有
レ
機
知
レ
時
敗
。
或
機
時
並
ハ
似
一

r之
鰍
。
天
ム
口
伝
教
U
後
知
レ
之
者
多
々
也
用

等
と
見
ゆ
る
如
く
内
鉱
冷
然
と
は
、
法
草
の
正
法
な
る
こ
と
を
「
知
而
不
レ
423
之
仁
」
の
志
で
あ
る
。
故
に
開
目
紗
に
は

連
円
方
便
品
は
一
念
三
千
・
二
乗
作
仏
を
説
て
、
雨
前
二
穂
の
失
一
つ
を
脱
れ
た
り
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
い
ま
だ
発
迩
顕
本
せ
ざ
れ
ば
、

ま
こ
と
の
プ
念
三
千
も
あ
ら
わ
れ
ず
、
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
ず
水
中
の
月
を
見
る
が
ご
と
し
。
乃
至
本
円
に
い
た
り
て
、
爾
前
述
門
の
十

界
の
因
果
を
打
や
ぶ
っ
て
、
本
円
十
界
の
国
果
を
と
き
顕
す
、
比
即
本
凶
本
県
の
法
門
な
り
、
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
日
パ
し
、
仏
凶
作
も
無

始
の
九
旧
作
に
耐
え
て
、
五
十
界
王
共
二
念
三
千
な
ゐ
べ
し
。
主
張
一
一
）

等
と
見
ゆ
る
如
く
、
法
華
遮
本
二
門
の
出
闘
を
判
然
説
か
ざ
る
を
内
鉱
冷
然
と
、
天
台
の
一
念
二
一
千
に
対
す
る
止
観
の
釈
訟
を
二
円
の
開
嗣

の
上
に
随
義
転
用
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。



さ
れ
ば
天
台
に
対
し
て
「
爾
前
二
種
の
失
の
一
つ
を
脱
れ
た
り
」
と
も
、
「
或
誼
門
一
分
宣
v
之
不
レ
云
三
本
門
与
＝
観
心
こ
と
も
述
べ
ら
れ

で
、
天
台
伝
教
の
遮
門
開
顕
の
外
相
承
を
、
宗
祖
の
本
門
開
顕
の
内
相
承
に
簡
ん
で
、
天
親
龍
樹
の
法
華
の
釈
意
を
内
鑑
冷
然
と
述
べ
ら
れ

’
た
の
で
あ
る
。
故
に
宗
祖
の
併
後
実
義
開
顕
時
代
と
称
せ
ら
る
L
佐
渡
第
一
警
の
宮
木
版
御
返
事
に
は

．『巳〆

仏
滅
後
二
千
二
百
余
年
に
月
氏
・
謀
土
・
日
本
二
閤
浮
提
の
内
に
、
天
親
・
龍
樹
内
鑑
冷
然
外
適
時
宣
云
々
、
天
台
・
伝
教
は
粗
釈
し
給
与
え

ど
も
、
弘
コ
残
之
二
大
事
の
秘
法
含
此
閏
に
初
て
弘
〆
之
、
日
蓮
宣
非
同
一
其
人
一
平
J
0
2
5

を
始
め
と
し
て
、
開
目
紗
に
は
、

一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
。
龍
樹
・
天
親
知
て
し
か
も
い
ま
だ
ひ
ろ
ひ
い
た
さ
ず
。
但

我
が
天
台
智
者
の
み
こ
れ
を
い
だ
け
り
。
ハ
五
ニ
丸
〉
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等
と
天
台
が
遮
門
の
開
顕
た
る
一
念
三
千
に
対
す
る
天
親
・
龍
樹
の
内
鑑
冷
然
を
、
本
門
の
開
顕
に
対
し
て
も
同
義
と
な
し
、
天
台
の
釈
意

を
越
え
て
本
門
の
一
秘
乃
至
三
秘
に
対
し
て
も
、
天
親
龍
樹
を
内
鑑
冷
然
の
師
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

入

然
ら
ば
天
台
の
止
観
に
見
ゆ
る
天
親
・
龍
樹
の
内
鑑
冷
然
と
は
、
果
し
て
両
論
師
の
諸
論
中
何
れ
の
文
を
指
す
や
に
就
て
は
、
粗
ぽ
宗
祖

遺
文
中
引
用
の
上
掲
諸
文
で
あ
ろ
う
が
、
以
下
少
し
く
そ
れ
等
の
文
を
挙
ぐ
る
な
ら
ば
、
龍
樹
に
対
す
る
天
台
の
内
銃
冷
然
に
就
て
は
、
古

、

来
天
台
一
家
に
中
智
傍
正
の
論
が
あ
り
、
就
中
三
大
部
中
止
観
に
は
「
小
論
遺
蕩
・
止
観
建
立
」
（
正
蔵
四
六
一
）
の
文
あ
る
に
依
て
、
天
台
の

t

実
相
談
が
龍
樹
の
大
論
に
依
れ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
殊
に
大
論
三
二
に
は
般
若
経
の
「
欲
知
一
切
諸
法
、
如
・
法
性
・
実
際
」
の
文
に



就
て間

H
、
如
・
法
性
・
実
際
是
等
コ
一
事
為
二
為
ν
異
。
京
一
一
広
何
説
レ
三
、
若
三
今
応
ご
当
分
別
説
九
答
日
、
是
三
皆
諸
法
実
相
異
名
。
（
正
蔵
二
五

一
い
九
）

等
と
空
諦
実
相
の
義
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
連
文
に

復
次
一
一
法
有
二
九
組
一
、

一
者
有
体
。
二
者
各
々
有
相
。
乃
至
三
者
諸
法
各
有
レ
力
。
乃
至
四
者
諸
法
各
臼
有
ν
因
。
五
者
諸
法
各
自
有
レ

縁
。
六
者
諸
法
各
有
ν
果
。
七
者
諸
法
各
自
有
レ
性
。
八
者
諸
法
各
右
－
一
限
擬
一
。
九
者
諸
法
各
有
三
開
通
方
便
－
。
諸
法
生
時
体
及
余
法
有
一
一
九

事
一
。
（
正
政
二
五

ι八）

等
と
先
に
は
諸
法
実
相
を
如
・
法
性
・
実
際
に
寄
せ
て
不
可
得
空
の
上
に
説
け
る
も
、
次
に
は
右
の
如
く
実
相
を
九
相
に
寄
せ
て
説
い
て
い

る
。
さ
れ
ば
天
台
は
文
句
九
に
方
使
品
の
諸
法
実
相
た
る
十
如
を
釈
す
る
に
当
っ
て
、
先
づ
光
宅
・
北
地
師
・
塔
附
・
暢
師
等
の
釈
を
引
き
、
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最
後
に
右
の
大
論
の
文
を
引
き
、

達
磨
欝
多
将
ニ
此
九
種
目
会
ニ
法
華
中
十
如
－
。
各
有
ν
法
者
即
是
法
車
中
如
日
比
作
。
各
布
三
限
眠
－
者
即
是
法
華
中
如
是
相
、
各
有
ν
果
者
即
是

法
草
中
如
是
果
如
是
報
也
。
各
有
一
一
開
通
方
便
一
者
即
是
法
華
中
如
日
記
本
末
究
克
等
。
余
者
名
同
可
ν
解
。
（
疋
蔵
官
一
四
円
一
一
）

等
の
大
論
の
九
種
中
果
を
果
報
の
二
と
な
し
、
且
つ
達
磨
欝
多
羅
即
ち
法
上
が
、
法
草
の
十
如
を
会
し
た
と
あ
る
が
、
僧
伝
中
法
上
伝
に
は

周
の
大
象
二
年
（
五
八
口
）
八
十
六
歳
を
以
て
入
寂
と
あ
れ
ば
、
天
台
よ
り
梢
先
輩
で
あ
っ
た
が
、
十
如
と
会
し
た
こ
と
が
、
法
上
の
所
為
な
る
に

就
て
何
等
こ
れ
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
何
れ
に
も
せ
よ
法
華
の
十
如
は
大
論
の
九
相
法
に
依
れ
る
こ
と
は
有
め
な
い
の
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
大
論
中
し
ば
／
＼
法
事
を
引
用
す
る
に
依
れ
ば
、
九
相
が
法
事
の
十
如
に
依
っ
た
ろ
う
こ
と
は
想
像
し
得
る
が
、

A
7
論
経
の

釈
山
に
就
て
見
る
に
、
大
論
は
羅
什
来
秦
の
翌
弘
始
四
年
よ
り
七
年
十
二
月
に
亘
り
、
最
初
の
訳
場
た
る
迫
造
園
に
於
て
訳
出
せ
ら
れ
た



, I でえ

る
こ
と
は
、
論
後
の
記
（
正
蔵
一
一
乏
亙
〉
に
依
て
明
か
で
あ
る
。

然
る
に
僧
叡
の
法
華
後
序
（
正
蔵
歪
七
六
）
に
依
れ
ば
法
華
の
訳
出
は
、

的
犯
弘
始
八
年
の
夏
で
あ
り

R
つ
訊
場
は
禁
制
の
法
草
宗
要
序
に
は
長
安
大
寺
（
人
工
上
）
で
あ
り
、

更
に
僧
事
伝
に
依
れ
ば
此
年
西
域
よ

り
、
数
多
の
胡
本
が
将
来
せ
ら
れ
常
山
公
等
の
請
に
依
て
、
訳
坊
を
辺
追
困
よ
り
大
寺
に
移
し
て
訳
出
せ
ら
れ
た
る
枚
に
、
続
什
の
法
事
経

訳
出
は
大
論
訳
出
の
後
で
あ
る
。

H
つ
法
華
の
十
如
に
就
て
見
る
に
、
前
訳
の
法
議
の
正
法
事
に
は
十
如
に
相
当
す
る
文
を
「
従
何
所
来
、

諸
法
日
然
、
分
別
法
貌
、
衆
相
根
本
、
知
法
自
然
」
（
正
政
九
百
）
等
と
五
種
法
に
寄
せ
て
訳
し
、
更
に
後
訳
の
法
革
論
に
は
「
何
等
法
、

一
エ
何
法
、
何
似
法
、
何
相
法
、
何
体
法
、
何
等
、
云
何
、
何
似
、
何
相
、
何
休
」
（
正
政
二
六
－
m
）
と
、
王
法
事
の
五
和
法
の
反
覆
と
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
邦
訳
の
南
条
本
の
新
訳
法
華
経
向
。
〉
も
亦
同
様
で
あ
る
。
さ
れ
ば
正
法
華
は
法
革
論
の
反
覆
の
分
を
略
除
し
て
五
日
刊
法
と

訳
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
然
る
に
法
卒
論
の
九
程
法
が
若
し
当
時
の
法
華
荒
木
に
依
て
、
深
般
若
た
る
法
半
の
諸
法
笑
相
を
訳
さ
れ
た

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば
浅
般
若
た
る
般
於
の
出
令
部
実
相
に
対
し
て
、
深
般
来
た
る
法
華
に
正
法
草
の
五
日
刊
法
、
乃
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も
の
と
す
れ
ば
、
羅
什
は
大
論
の
後
法
華
訳
出
の
時
九
和
を
更
に
整
束
し
て
、
相
・
性
・
体
・
力
・
作
・
因
・
緑
・
果
・
報
・
木
末
究
究
等
と
訳
さ
れ

至
大
治
の
九
和
の
見
る
如
く
、
実
相
義
を
一
一
隅
積
柘
的
に
説
か
れ
た
ろ
う
こ
と
は
、
大
品
川
七
二
に
般
消
に
浅
深
を
分
ち
、
人
工
百
に
法
華
を

秘
密
法
（
正
蔵
一
一
五
諒
一
一
）
等
と
釈
せ
る
に
依
て
明
か
で
あ
る
。
こ
れ
天
台
の
上
述
の
中
智
傍
正
の
論
あ
る
所
以
で
あ
る
。

か
く
て
天
台
の
実
相
義
の
板
説
た
る
一
念
三
千
の
説
は
、

上
述
の
如
き
法
華
の
十
如
と
華
厳
の
十
界
と
大
論
四
八
の

能
照
三
切
世
間
三
昧
－
者
、
得
三
此
コ
一
昧
－
故
能
照
二
三
粍
世
間
二
衆
生
世
間
・
住
処
世
間
・
五
衆
世
間
。
（
正
政
一
豆
伺
一
一
）

の
所
前
三
程
世
間
の
文
に
依
る
こ
と
は
、
玄
義
二
に
心
法
妙
を
釈
す
る
下

遊
心
法
界
者
、
観
二
根
塵
相
対
一
念
心
起
－
必
属
二
界
一
、
お
属
二
界
－
即
日
一
（
ヱ
百
界
千
法
一
、
於
二
念
中
一
悉
皆
仰
足
、
此
心
幻
附
於
二
日

夜
－
、
常
造
－
一
種
々
衆
生
・
積
々
五
陰
・
種
々
国
土
九
（
正
政
ゴ
一
一
三
九
）



等
と
十
界
・
十
如
・
一
二
世
間
に
約
し
て
、
未
だ
コ
一
千
の
名
を
見
ざ
る
も
そ
の
，
誌
を
釈
し
、
晩
年
止
観
を
説
く
に
当
っ
て
そ
の
第
五
に

夫
一
心
具
ニ
十
法
界
一
、
十
法
界
又
具
ニ
十
法
界
一
百
法
界
二
界
具
二
三
十
和
悦
間
一
、
百
法
界
即
兵
二
三
千
和
世
間
－
此
三
千
在
二
念
心
－
、
若

知
レ
心
而
己
、
介
爾
有
v
心
即
具
ニ
三
千
－
。
亦
不
ヒ
一
二
日
二
心
在
L
則
一
切
法
布
一
レ
後
。
亦
不
ν
一
一
一
日
一
二
切
法
夜
ν
前
一
心
十
代
－
レ
後
。
（
正
蔵
円
六
五
回
）

等
と
十
界
・
三
世
間
に
約
し
て
一
念
三
千
の
名
を
立
て
ら
れ
た
る
如
く
二
念
三
千
は
十
界
・
十
如
・
コ
一
利
聞
に
依
り
二
念
一
二
千
・
一
一
一
千
一
念

の
双
共
説
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
智
涌
の
了
然
は
「
華
厳
・
大
論
口
元
死
法
門
、
法
華
十
如
是
活
法
門
」

0

（
正
蔵
四
九
一
一
二
）
と
、
法
事
の
十

如
に
依
て
一
千
三
千
双
呉
説
の
成
立
せ
る
こ
と
を
讃
歎
せ
る
如
く
、
天
台
は
法
事
の
十
如
を
以
て
二
乗
作
仏
の
典
拠
と
せ
る
故
に
、
了
然

は
活
法
門
と
歎
し
た
の
で
あ
る
が
、
上
述
の
如
く
一
二
世
間
の
外
法
辛
の
十
如
が
、
大
論
の
九
和
法
に
関
連
あ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
天
台
が

龍
樹
を
以
て
内
鑑
冷
然
の
師
と
歎
ず
る
は
、
こ
れ
当
然
の
こ
と
L

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

丸

－＋＇＞ー

次
に
天
親
に
対
す
る
内
銃
冷
然
に
就
て
は
、
一
二
大
部
中
屡
天
親
の
法
華
論
を
引
用
す
る
が
、
就
中
玄
義
七
の
蓮
華
釈
の
下
に
は
、
先
づ

問
解
と
し
て
僧
叡
・
慧
遠
の
釈
を
引
き
、
次
に
経
論
を
引
く
の
下
天
親
の
法
革
論
の
十
七
異
名
を
挙
げ
、
特
に
上
掲
第
十
六
の
妙
法
蓮
華
の

釈
を
引
き

今
解
ニ
論
意
－
、
若
言
レ
令
一
」
一
衆
生
見
ニ
浄
妙
法
身
一
者
、
此
以
一
一
妙
悶
開
発
一
為
一
一
蓮
華
一
也
。
若
一
一
一
一
口
下
入
一
一
如
来
大
衆
一
例
中
連
班
十
上
上
者
、
此
以
ニ
妙

報
同
土
一
為
－
一
蓮
華
一
也
。
何
者
盛
合
那
仏
処
－
一
蓮
帝
政
海
－
、
共
ニ
大
菩
薩
一
比
白
非
－
一
生
死
人
目
。
若
声
聞
件
レ
入
－
一
於
此
一
、
即
妙
報
国
土
為
ニ
蓮
華
一

也
。
彼
論
望
一
一
今
意
－
乃
是
行
位
両
妙
耳
。
（
正
龍
三
一
4
1
J

等
と
蓮
華
を
以
て
依
報
国
土
と
解
し
、
更
に



今
法
華
三
昧
無
＝
以
為
－
レ
府
職
三
此
蓮
華
－
耳
。
夫
華
有
ニ
多
種
一
巳
如
ニ
前
説
一
。
唯
此
蓮
華
華
法
倶
、
多
可
ν
響
下
因
含
ニ
高
行
一
果
円
申
寓
徳
ヘ

故
以
為
v
書
。
又
余
華
麗
聡
ニ
九
法
界
十
如
因
果
－
、
此
翠
妙
鳴
ニ
仏
果
界
十
如
因
果
－
。
又
以
ニ
此
華
－
職
エ
仏
法
界
遺
本
両
門
一
各
有
三
ニ
職
－

（
全
上
）

等
と
此
経
の
誼
門
の
廃
三
顕
一
、
本
門
の
廃
遮
顕
本
を
為
蓮
故
華
・
華
開
蓮
観
・
華
落
蓮
成
の
各
一
二
時
と
し
て
此
経
題
の
蓮
華
釈
を
な
し
。
又

玄
義
十
に
は
南
地
の
五
時
教
を
破
す
る
第
二
無
相
教
の
下
、
浬
繋
経
二
五
師
子
肌
品
（
正
蔵
三
此
J
に
仏
性
に
首
拐
厳
三
昧
、
般
若
波
羅
蜜

等
の
五
種
名
あ
る
を
、
仏
性
と
置
換
し
て
「
大
経
云
仏
性
有
ニ
五
種
名
一
、
乃
至
般
若
乃
是
仏
性
之
異
名
」
（
正
蔵
ゴ
一
一
4
4
0
）
と
な
し
、
更
に
全

経
八
の
如
来
性
品
に
「
無
二
之
性
即
是
実
性
」
（
正
蔵
ゴ
一
寸
）
等
の
文
に
依
り
「
実
性
之
性
即
是
仏
性
」
（
正
蔵
づ
一
三
ユ
0
）
と
説
き

法
性
実
相
是
正
因
仏
性
、
般
若
観
照
即
是
了
因
仏
性
、
五
度
功
徳
資
ニ
発
般
若
一
即
是
縁
因
仏
性
、
此
三
般
若
与
ニ
浬
繋
三
仏
性
一
復
何
異
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耶
。
（
全
上
）

等
と
浬
繋
経
に
依
り
三
因
仏
性
を
説
き
、
更
に
第
四
法
華
同
帰
教
の
難
の
下
に
、
無
量
義
経
の
「
華
厳
海
空
宜
一
一
説
菩
薩
歴
劫
修
行
一
乃
至
如
v

是
甘
世
探
無
量
義
経
」
の
文
を
引
き

甚
深
無
量
義
経
巳
自
甚
深
、
甚
深
之
経
為
一
一
法
華
弄
引
一
宣
不
レ
明
v
常
。
乃
至
無
量
阿
僧
祇
劫
無
量
寿
命
常
住
不
滅
。
伽
耶
城
寿
命
及
数

々
一
不
現
等
、
是
応
仏
寿
命
阿
僧
祇
。
寿
命
無
量
者
報
仏
寿
命
、
常
住
不
滅
者
是
法
仏
寿
命
也
。
コ
一
仏
宛
然
常
住
義
足
。
（
全
上
〉

/. 

‘←‘ 

等
と
法
華
経
の
文
に
法
華
論
の
三
種
仏
菩
提
の
義
あ
り
と
な
し
、

又
云
我
不
敢
軽
汝
等
、
汝
等
皆
当
作
仏
即
正
因
仏
性
。
又
云
為
レ
令
三
衆
生
開
ニ
仏
知
見
一
即
了
因
仏
性
。
又
一
云
仏
種
従
縁
起
即
縁
因
仏
性
。
法

華
論
亦
明
ニ
三
種
仏
性
一
、
論
云
唯
仏
如
来
証
ニ
大
菩
提
－
、
究
寛
満
エ
足
一
切
智
慧
一
故
名
ν
大
。
乃
至
又
浬
繋
経
二
十
五
云
、
（
正
蔵
一
ニ
七
九
六
〉

究
寛
畢
寛
者
一
切
衆
生
所
得
一
乗
二
乗
名
為
－
一
仏
性
一
。
（
全
上
司
0
）



ー
等
と
法
華
論
の
三
種
仏
菩
提
は
三
仏
性
の
果
と
判
じ
て
い
る
。

更
に
文
句
四
に
は
方
便
品
の
開
仏
知
見
を
釈
す
る
に
当
っ
て
、
地
論
師
の
外
有
人
と
し
て
十
一
師
の
解
を
挙
げ
「
如
レ
上
諸
師
浸
取
ニ
諸

経
中
語
一
、
都
不
レ
見
ニ
法
華
大
意
乙
と
な
し
、
最
後
に
法
華
論
の
「
一
大
事
者
依
ニ
四
種
義
こ
と
無
上
・
同
・
不
知
・
不
退
（
正
蔵
一
員
み
）
の

四
義
を
開
示
悟
入
に
配
し
、
且
つ
こ
れ
を
二
乗
・
強
引
磁
・
凡
夫
の
三
人
に
配
せ
る
文
を
引
き
、

論
言
次
第
、
初
開
ニ
仏
知
見
一
為
ニ
無
上
一
、
次
一
子
一
三
乗
同
有
－
一
仏
性
法
身
－
、

雌
レ
明
ニ
仏
智
無
上
－
但
恐
ニ
仏
独
有
一
。
故
第
二
明
ユ
一
一
一
乗
同

有
一
、
難
ニ
三
釆
同
有
－
而
二
乗
不
レ
悟
示
ν
其
令
ν
知
、
雌
レ
知
而
不
レ
得
－
一
不
退
一
故
第
四
令
レ
得
ニ
一
小
退
一
。
又
一
番
約
ニ
菩
薩
一
開
如
レ
前
、
一
不
者
諸

輩
口
薩
有
ν
疑
者
、
令
下
知
子
如
実
一
修
行
ム
故
。
情
者
未
ν
発
ニ
菩
提
心
一
令
ニ
発
心
一
故
。
入
者
巳
発
ニ
菩
提
心
一
令
v
入
ν
法
故
。
第
三
番
約
ニ
凡
夫
一

開
如
ν
前
。
示
者
一
不
三
共
有
ニ
法
身
仏
性
一
故
。

悟
者
令
三
外
道
衆
生
ニ
覚
悟
一
故
ω

入
者
令
ν
入
ニ
大
菩
提
一
故
。
今
師
作
ニ
四
解
一
不
レ
講
レ
論
。
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（
正
蔵
づ
一
四
五
口
）

等
と
光
宅
の
川
千
人
・
教
・
困
の
四
一
を
、
理
・
人
・
行
・
教
の
四
一
と
改
め
て
広
間
三
副
一
の
四
仏
知
見
を
釈
し
。
又
文
句
九
の
寿
量
品
の
下

に
於
て
は
寿
量
の
仏
身
を
釈
す
る
に
当
っ
て
、
僧
叡
・
道
朗
・
慧
観
・
劉
乱
・
道
生
の
法
身
説
、
並
に
光
宅
の
神
通
延
寿
の
仏
身
を
応
身
説
と

な
し
、
後
に
法
革
論
の
十
無
上
の
第
八
の
三
種
菩
提
の
文
、
並
に
連
文
た
る

我
浄
土
不
段
・
而
衆
見
焼
尽
者
、
報
仏
如
来
真
実
浄
土
、
第
一
義
諦
之
所
炉
故
。
〈
正
蔵
二
六
一
色

等
と
説
け
る
文
に
依
り

論
云
示
ニ
現
成
大
菩
提
無
上
一
故
、
一
不
一
二
二
種
菩
提
二
応
化
菩
提
、
二
報
仏
書
提
、
三
法
仏
菩
提
。
乃
至
経
け
子
芸
品
h

義
一
論
出
ニ
其
名
一
、
不
レ

作
ニ
上
釈
一
単
会
二
経
論
一
耶
。
乃
至
此
品
詮
量
通
明
三
ニ
身
一
、
若
従
ユ
別
立
－
一
正
在
一
一
報
身
一
。
（
正
蹴
三
四
ト
ニ
）

い
等
と
釈
せ
る
如
き
、
玄
文
通
じ
て
論
文
に
依
れ
る
釈
に
徴
し
て
．
天
親
の
内
銭
冷
然
の
意
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

'" 



若
し
天
台
の
三
閃
仏
性
に
就
て
は
、

上
述
の
如
く
担
架
経
川
子
札
口
問
等
に
依
り
、
方
一
義
十
の
判
教
の
下
の
外
、
玄
義
五
の
類
通
三
法
、

〈
正
時
一
三
一
司
）
並
に
文
句
九
の
寿
量
品
の
「
多
諸
子
息
」
の
下
（
正
脳
づ
一
四
ト
一
一
一
）
等
に
見
え
、
従
っ
て
三
因
の
名
は
削
子
札
口
聞
の

衆
生
仏
性
亦
二
椋
肉
、

一
者
正
肉
、
二
者
総
因
、
疋
因
者
間
諸
衆
生
、
縁
同
者
調
六
波
縦
蜜
、

乃
至
縁
関
者
即
是
了
因
、

世
尊
警
下
闘

中
先
有
一
一
諸
物
一
、
為
レ
欲
レ
見
放
以
レ
協
同
一
照
了
上
。
（
正
蹴
一
二
O
三）

め
文
に
依
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
上
述
の
如
く
宗
組
が
雨
前
二
乗
菩
薩
不
作
仏
事
に
、
「
抑
以
二
何
因
縁
一
説
三
十
界
衆
生
悉
有
三
二
因
仏

性
乙
2
同
七
）
と
説
き
、
天
親
の
仏
性
論
を
引
い
て
之
と
証
す
る
に
徴
し
て
、
未
だ
そ
の
典
拠
を
明
に
し
な
い
が
、
全
論
三
因
品
の
「
応
得
因
兵

有
ニ
三
性
一
、
一
住
自
性
々
、
二
引
出
性
、
一
二
歪
得
性
」
の
義
に
依
ら
れ
と
も
併
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

十

要
す
る
に
宗
組
の
天
親
・
龍
樹
内
鍛
冷
然
の
義
は
、
佐
後
末
法
弘
通
の
逆
縁
下
根
の
一
秘
、
乃
至
順
縁
熟
脱
の
三
秘
の
内
相
承
、
並
に
天

ム
口
伝
教
の
外
相
承
の
一
念
ゴ
一
千
義
に
間
ん
で
、
天
親
・
龍
樹
の
弘
通
を
内
鑑
冷
然
と
判
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
然
ら
ば
何
故
に
龍

樹
・
天
殺
と
次
第
せ
ず
し
て
、
濯
に
天
親
・
龍
樹
と
次
第
せ
る
や
に
就
て
は
、
外
相
承
の
師
た
る
天
台
は
龍
樹
を
以
て
ん
7

師
相
承
に
は
天
台

を
高
祖
と
仰
ぎ
、
且
つ
大
論
の
実
相
論
に
立
脚
す
る
に
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
三
大
部
中
に
於
て
は
上
述
の
如
く
天
親
の
法
革
論

に
負
う
所
多
い
故
に
、
法
門
の
親
疎
に
山
米
す
る
と
も
併
せ
ら
れ
な
い
で
は
な
い
か
。
恐
ら
く
漫
然
印
度
に
於
け
る
諸
論
削
中
天
台
義
に

親
し
き
性
相
二
宗
の
代
表
的
論
師
と
し
て
、
天
統
・
龍
樹
を
挙
げ
て
天
台
の
一
念
一
二
千
実
相
義
に
対
す
る
、
内
鑑
冷
然
の
師
と
推
賞
せ
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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